
（様式２）

令和 年度 沖縄県立北山高等学校 年間指導計画表 ２ 単位

学科 学年 １学年 校長 教頭

月 4 4 5 6 6 7 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 3

　　　 

単
元
名

論
理
的
な
文
章
と
は
ど
ん
な

も
の
か
を
知
ろ
う

（
論
理
的
な
表
現

）

筆
者
の
主
張
を
理
解
し
よ
う

（
世
界
は
謎
に
満
ち
て
い

る

）

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
よ
う

（
身
近
な
製
品
の
取
り
扱
い

説
明
書
を
作
成
す
る

）

調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て

、

説
明
資
料
を
ま
と
め
よ
う

（
言
語
と
し
て
の
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム

）

筆
者
の
主
張
を
整
理
し
て
自

分
の
考
え
を
深
め
よ
う

（
水
の
東
西

）

論
点
を
共
有
し
な
が
ら
話
し

合
い
を
し
て
み
よ
う

（
合
意
形
成
の
た
め
の
話
し

合
い
を
行
う

）

情
報
を
関
連
づ
け
な
が
ら
内

容
を
解
釈
し
よ
う

（
「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト

」
の
誕

生

）

情
報
の
信
頼
性
や
妥
当
性
の

吟
味
の
し
か
た
を
理
解
し
よ

う（
情
報
の
探
索
と
選
択

）

複
数
の
文
章
を
関
連
づ
け
な

が
ら
理
解
し
た
こ
と
を
ま
と

め
よ
う

（
法
律
の
改
正
に
関
わ
る
文

章
を
読
み
比
べ
る

）

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う

に
説
明
の
し
か
た
を
工
夫
し

よ
う

（
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
な
ぜ
森

が
な
い
の
か

）

論
理
の
展
開
を
的
確
に
捉

え

、
要
旨
を
把
握
し
よ
う

（
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
落
と

し
穴

）

文
章
の
種
類
や
表
現
の
仕
方

を
工
夫
し
よ
う

（
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す

る

）

事
柄
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う

表
現
の
仕
方
を
工
夫
す
る
方

法
を
知
ろ
う

（
間
の
感
覚

）

目
的
に
応
じ
た
文
章
を
書
こ

う（
実
用
的
な
手
紙
文
の
書
き

方

）

文
章
を
読
み

、
考
え
た
こ
と

を
発
表
し
合
お
う

（
黄
色
い
花
束

）

構
成
や
展
開
を
工
夫
し
て
自

分
が
興
味
を
も
っ
た
事
柄
を

書
こ
う

（
な
ぜ
本
を
読
む
の
か

）

要
旨
や
要
点
を
把
握
し
よ
う

（
A
I
は
哲
学
で
き
る
か

）

場
の
状
況
を
押
さ
え
な
が
ら

相
手
の
理
解
が
得
ら
れ
る
案

内
を
し
よ
う

（
相
手
に
伝
わ
る
案
内
を
す

る

）

ス
ピ
ー
チ
の
方
法
を
理
解

し

、
実
践
し
よ
う

（
ス
ピ
ー
チ
で
自
分
を
伝
え

る

）

指導事項・言語活動例 指導時数 2 4 5 5 5 5 4 2 5 5 4 4 2 2 4 3 2 4 3 70

ア ○ ○ ○

イ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ウ ○ ◎

エ ◎ ◎ ◎

オ ○ ◎ ○

カ ○ ○ ◎

ア ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

イ ◎ ○ ◎

ウ ◎

エ ◎ ◎

オ ○我

が

国

の

言

語

文

化

に

関

す

る

事

項

(3) ア ○

ア ○ ○ ◎

イ ◎

ウ ○ ◎ ○

エ ○ ◎

オ ◎

ア ● ●

イ

ウ ●

エ ●

他 ● 21

ア ◎ ○ ○

イ ◎ ○ ◎ ○ ◎

ウ ◎ ◎ ○

エ ◎ ◎

ア ● ●

イ ● ●

ウ ● ● ● ● ●

他 31

ア ◎ ◎ ◎

イ ◎ ◎ ○

ア ● ● ●

イ

他 16

評価方法・評価材料 知
記述の点
検

ペーパー
テスト

ワークシート 記述の点検 ペーパーテスト 行動の観察 ペーパーテスト 身についた知
識・技能を使
う場面

身についた知識・
技能を使う場面

記述の点検 ペーパーテスト 身についた知
識・技能を使う
場面

記述の点検 記述の点検 行動の観察 ペーパーテスト ペーパーテスト 身についた知識・技
能を使う場面

身についた知
識・技能を使う
場面

思
記述の確
認

ペーパー
テスト

レポートの記
述

記述の確認 発表 話し合いの内
容

ペーパーテスト ワークシート ワークシート 記述の分析 ペーパーテスト 記述の分析 記述の分析 記述の分析 話し合いの
内容

ペーパーテスト ペーパーテスト スピーチの内容 スピーチの内容

態
行動の確
認

ワークシー
ト

記述の確認 レポートの記述 発言 記述の分析 ワークシート 振り返りシート 振り返りシート 記述の確認 ワークシート 振り返りシート 記述の確認 記述の確認 行動観察 ワークシート ワークシート 構想シート 構想シート 68

(1)

文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握するこ
と。

読
む
こ
と

目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，
文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めること。

(2)

論理的な文章や実用的な文章を読み，その内容や形式について，引用や要約などをしながら論述したり批評したり
する活動。

異なる形式で書かれた複数の文章や，図表等を伴う文章を読み，理解したことや解釈したことをまとめて発表した
り，他の形式の文章に書き換えたりする活動。

上記以外の言語活動

(2)

論理的な文章や実用的な文章を読み，本文や資料を引用しながら，自分の意見や考えを論述する活動。

読み手が必要とする情報に応じて手順書や紹介文などを書いたり，書式を踏まえて案内文や通知文などを書いた
りする活動。

調べたことを整理して，報告書や説明資料などにまとめる活動。

上記以外の言語活動

自分の考えが的確に伝わるよう，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応を予想して論理の展開を考
えるなど，話の構成や展開を工夫すること。

話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど，相手の理解が得
られるように表現を工夫すること。

論理の展開を予想しながら聞き，話の内容や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとともに，聞き取った情報
を整理して自分の考えを広げたり深めたりすること。

論点を共有し，考えを広げたり深めたりしながら，話合いの目的，種類，状況に応じて，表現や進行など話合いの仕
方や結論の出し方を工夫すること。

書
く
こ
と

読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の構成や展開を工夫するこ
と。

自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句
などの表現の仕方を工夫すること。

目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて，文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自
分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。

実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について理解を深めること。

〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

A
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

(1)

目的や場に応じて，実社会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して，伝え合う内容を検
討すること。

上記以外の言語活動

Ｂ
　
書
く
こ
と

(1)

目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいこ
とを明確にすること。

〔
知
識
及
び
技
能

〕

(2)

自分の考えについてスピーチをしたり，それを聞いて，同意したり，質問したり，論拠を示して反論したりする活動。

報告や連絡，案内などのために，資料に基づいて必要な事柄を話したり，それらを聞いて，質問したり批評したりす
る活動。

話合いの目的に応じて結論を得たり，多様な考えを引き出したりするための議論や討論を，他の議論や討論の記
録などを参考にしながら行う活動。

集めた情報を資料にまとめ，聴衆に対して発表する活動。

Ｃ
　
読
む
こ
と

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

(1)

言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解すること。

話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやすさ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮
した表現や言葉遣いについて理解し，使うこと。

引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を深め使うこと。

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

(2)

主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。

個別の情報と一般化された情報との関係について理解すること。

推論の仕方を理解し使うこと。

情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。

常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中で使うこと。

実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法
及び表記の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。

文，話，文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解すること。

比喩，例示，言い換えなどの修辞や，直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使うこと。

目標

7

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

総
時
数

普通科・理数科 指導者氏名

合
計

教科書 第一学習社『高等学校　標準現代の国語』

◎：当該単元で特に重点的に指導し評価する内容　○：当該単元で指導し評価する内容
●：その単元で取り上げる言語活動例

科目名 現代の国語

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と



（様式２）

令和 年度 沖縄県立北山高等学校 年間指導計画表 ２ 単位

学科 学年 1学年 指導者氏名 校長 教頭

教科書

月 4 4 5 5 6 6 7 9 10 11 12 1 1 2 3

　　　

単
元
名

文
語
の
き
ま
り
を
理
解
し
よ

う（
児
の
そ
ら
寝

）

登
場
人
物
の
意
識
の
ず
れ
を

捉
え
な
が
ら

、
心
情
の
動
き

を
読
み
取
ろ
う

（
よ
ろ
こ
び
の
歌

）

作
品
に
表
れ
て
い
る
も
の
の

見
方
や
考
え
方
を
捉
え
よ
う

（
絵
仏
師
良
秀

）

訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
よ

う（
訓
読
に
親
し
む

）

文
章
の
種
類
を
ふ
ま
え

、
内

容
や
展
開
を
お
さ
え
よ
う

（
故
事
成
語

）

故
事
成
語
の
由
来
を
調
べ
た

り

、
自
分
の
体
験
か
ら
故
事

成
語

（
こ
と
わ
ざ

）
を
作
っ

て
み
よ
う

（
故
事
成
語
の
由
来
と
意
味

を
調
べ
る

）

文
章
の
構
成
や
展
開

、
表
現

の
特
色
を
味
わ
お
う

（
夢
十
夜

）

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
夢
十
夜
を
作

ろ
う

筆
者
の
も
の
の
見
方

、
考
え

方
を
捉
え
な
が
ら
内
容
を
解

釈
し
よ
う

（
徒
然
草

）

作
品
の
よ
さ
を
吟
味
し
て
鑑

賞
文
を
書
こ
う

（
漢
詩
の
鑑
賞

）

典
拠
と
な
っ
た
作
品
と
の
関

係
を
ふ
ま
え

、
作
品
の
解
釈

を
深
め
よ
う

（
羅
生
門

）

内
容
を
踏
ま
え
我
が
国
の
和

歌
の
も
つ
特
長
を
考
え
よ
う

（
伊
勢
物
語

）

作
品
の
解
釈
を
ふ
ま
え

、
自

分
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方

を
深
め
よ
う

（
和
歌
と
俳
諧

）

中
国
文
化
と
我
が
国
の
文
化

の
関
係
を
理
解
し
な
が
ら

、

内
容
を
読
み
取
ろ
う

（
中
国
の
思
想

）

言
葉
の
変
化
を
意
識
し
な
が

ら

、
文
章
の
内
容
や
展
開
を

捉
え
よ
う

（
軍
記
物
語

）

 古典・近現 古典 近現 古典 古典 古典 古典 近現 近現 古典 古典 近現 古典 古典 古典 古典

指導事項・言語活動例 指導時数 1 5 5 1 5 2 4 2 8 8 6 6 7 5 5 70

ア ◎ ○

イ ○

ウ ○ ○

エ ◎

オ ○ ◎

ア ○ ○ ○ ◎

イ ◎ ○ ○ ○ ◎

ウ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

エ ◎

オ ◎ ○ ○

カ ◎

ア ◎ ◎

イ ◎

ア ● ●

他 ● 12

ア ○ ○ ○ ○ ◎

イ ◎ ◎ ◎ ○ ○

ウ ◎ ◎ ○

エ ○ ◎ ○ ◎

オ ○ ◎ ◎

ア ●

イ ● ● ● ●

ウ ● 古典

エ
和歌や俳句などを読み，書き換えたり外国語に訳したりすることなどを通して互いの解釈の違いについ
て話し合ったり，テーマを立ててまとめたりする活動。 ● 41

オ ● 近現

他 ● ● 15

評価方法・評価材料 知
ワークシート ペーパーテスト ペーパーテス

ト
ワークシート ペーパーテスト レポートの確認 ワークシート 作品の内

容
ペーパーテスト ワークシート ペーパーテスト ペーパーテスト 作品の確認 ペーパーテスト ワークシート

思
ワークシート ペーパーテスト ペーパーテス

ト
ワークシート ペーパーテスト レポートの内容 ワークシート

の記述
作品の内
容

ペーパーテスト ワークシート ペーパーテスト ワークシートの記
述

ワークシートの記
述

ワークシートの記
述

ワークシート

態
記述の確認 振り返りシート ワークシート 記述の確認 ワークシート 振り返りシート ワークシート 振り返り

シート
ワークシート 記述の確認 ワークシート ワークシートの記

述
ワークシートの記
述

ワークシートの記
述

記述の確認
68

普通科・理数科

7

目標

科目名
◎：当該単元で特に重点的に指導し評価する内容　○：当該単元で指導し評価する内容
●：その単元で取り上げる言語活動例

上記以外の言語活動

我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背景について理解を深め，文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにすること。

文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解すること。

本歌取りや見立てなどの我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解すること。

我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解すること。

古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解すること。

古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の表現などについて
理解すること。

時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め，古典の言葉と現代の言葉との
つながりについて理解すること。

言文一致体や和漢混交文など歴史的な文体の変化について理解を深めること。

異なる時代に成立した随筆や小説，物語などを読み比べ，それらを比較して論じたり批評したりする活動。

言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあることを理解すること。

総
時
数

書
く
こ
と

自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語句などの表現の仕方を工夫す
ること。

本歌取りや折句などを用いて，感じたことや発見したことを短歌や俳句で表したり，伝統行事や風物詩などの文化に
関する題材を選んで，随筆などを書いたりする活動。

自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現したいことを明確にす
ること。

〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕
(2)

A
　
書
く
こ
と

(2)

(1)

言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

に

関

す

る

事

項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

(2)

〔
知
識
及
び
技
能

〕

Ｂ
　
読
む
こ
と

(1)

(1)

合
計

言語文化

第一学習者『高等学校　標準言語
文化』

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

古典から受け継がれてきた詩歌や芸能の題材，内容，表現の技法などについて調べ，その成果を発表したり文章に
まとめたりする活動。

常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中で使うこと。

読
む
こ
と

作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈すること。

文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。

作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めること。

作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化について自分の考えを
もつこと。

我が国の伝統や文化について書かれた解説や評論，随筆などを読み，我が国の言語文化について論述したり発表し
たりする活動。

作品の内容や形式について，批評したり討論したりする活動。

上記以外の言語活動

我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めること。

文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えること。



（様式２）

令和 年度 沖縄県立北山高等学校 年間指導計画表 ２ 単位

学科 学年 ２学年 校長 教頭

月 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

　　　 

単
元
名

古
典
を
探
究

　
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
る

指導事項・言語活動例 指導時数 5 70

ア ◎ ◎

イ ◎

ウ ◎

エ ◎

ア ◎

イ ○

ウ

エ ○ ◎ ○ ◎

ア

イ ○

ウ ○

エ ○

オ 古典の作品や文書について、内容や解釈を自分の知見と結びつけ、考えを広げたり深めたりすること。

カ
古典の作品や文章などに表れているものの見方、感じ方、考えを踏まえ、人間、社会、自然などに対す
る自分の考えを広げたり深めたりすること。

キ
関心をもった事柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深めること。

ク

ア ● ●

イ ●

ウ ●

エ ●

オ

カ ●

キ
往来物や漢文の名句・名言などを読み、社会生活に役立つ知識の文例を集め、それたの現代における
意義や価値などについて随筆などにまとめる活動。

評価方法・評価材料 知
記述の点
検

ペーパー
テスト

記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテス
ト

記述の点検 ペーパーテスト 記述の分析

思
記述の確
認

ペーパー
テスト

記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテス
ト

記述の確認 ペーパーテスト 発表内容

態
行動の確
認

レポートの
記述

行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記
述

行動の確認 レポートの記述 構想シート 70

7 ◎：当該単元で特に重点的に指導し評価する内容　○：当該単元で指導し評価する内容
●：その単元で取り上げる言語活動例

科目名 古典探究（選択）

普通科 指導者氏名 谷川　祥子 永山　俊 幸地　るみ子

目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるととに、我が国の伝統的な言語文化に対するイカダンスいを深めるおことができるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの味方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いやかんが絵を広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに,生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

教科書 大修館書店『精選　古典探究』

総
時
数

説
話

『
宇
治
拾
遺
物
語

』

　
検
非
違
使
忠
明
の
こ
と

故
事
・
逸
話

『
呂
氏
春
秋

』

　
知
音

随
筆

『
方
丈
記

』

　
行
く
川
の
流
れ

故
事
・
逸
話

『
後
漢
書

』

　
糟
糠
の
妻

物
語

『
伊
勢
物
語

』

　
初
冠

〔
知
識
及
び
技
能

〕

言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

に

関

す

る

事

項

(1)

古典に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増やすことを通して、語
感を磨き語彙を豊かにすること。

古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展開の仕方について理解を深めること。

古典の作品や文章に表あれている、言葉の響きやリズム、修辞などの表現の特色について理解を深めること。

我

が

国

の

言

語

文

化

に

関

す

る

事

項

(2)

古典などを読むことを通して、我が国の文化の特質や、我がの文化と中国など外国の文化との関係について理解を
深めること。

古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めること。

時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めること。

先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めること。

13 13 14 14 11

〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

A
　
読
む
こ
と

(1)

文章の種類を踏まえて、後世や展開などを的確に捉えること。

読
む
こ
と

文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えること。

必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて無いようを解釈するとともに、文章の構成、展開、表現の特色に
ついて評価すること。

作品の成立した背景や他の作品などの関係をふまえながら古典などを読み、その内容の解釈を深め、作品の価値
について考察すること。

古典の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価することを通して、我が国の言語文化について自分の考えを
広げたり深めたりすること。

(2)

合
計

古典の作品や文章を読み、その内容や形式などに関して興味をもったことや疑問に関したことについて、調べたり
発表したり議論したりする活動。

同じ題材を取り上げた複数の作品や文章を読み比べ、思想や感情などの共通点や相違点にういて論述したり発表
したりする活動。

古典を読み、その語彙や表現の技法などを参考にして、和歌や俳諧、漢詩を創作したり、体験したことや感じたこと
を文語で書いたりする活動。

古典の作品について、その内容の解釈を踏まえて朗読する活動。

古典の作品に関連のある事柄について様々な資料を調べ、その成果を発表したり報告書などにまとめたりする活
動。

古典の言葉を現代の言葉と比較し、その変遷について社会的背景と関連付けながら古典などを読み、分かったこと
や考えたことを短い論文などにまとめる活動。



『文学国語』    年間指導計画　【２学年普通科・理数科】
指導学年

第２学年　普通科・理数科  

生徒の実態と指導の重点

学
期

月 教科書単元
名／教材名

時
間

学習指導要領と
の対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等

4 【Ⅰ】
1
明日をひらく

そとみとなかみ 6 【知・技】
(1)ア
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・筆者のいう「外側」と「内側」を理解
し、外側と内側の関係について考え
る。
・「外側と内側」のように物事を比較し
てとらえ、認識を深める。

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。［(1)ア］
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の考え方と比較しながら、自分の生き方について考えを深めようとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

［書く］言葉でスケッチ
①一言で心をつかもう

4 【知・技】
(1)ア
【思・判・表】
Ａ(1)ア

・写真やイラストに合ったおもしろい
言葉を考える。
・読み手の共感が得られるような言葉
や表現を工夫して書く。

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。［(1)ア］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文学的な文章を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理し
て、表現したいことを明確にしている。［Ａ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・読み手の共感が得られるような言葉や表現を工夫して書こうとしている。

・観察
・ワークシート
・作品

古典の世界1 児の飴食ひたること 6 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・話のおもしろさと教訓をとらえる。 【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の言動や話のおもしろさを読み取ろうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

６
７

2
小説を楽しむ
（一）

ナイン 8 【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)イ

・場面の設定のしかたをとおして登場
人物の心情を考える。
・情景描写の効果を考えながら読
む。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、表現の特色について評価するこ
とをとおして、内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・文学作品の描写や会話、特徴のある表現に興味をもち、登場人物の人間関係や心理を読
み取ろうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

3
詩を味わう

小景異情 2 【知・技】
(1)ウ
【思・判・表】
Ｂ(1)エ

・詩に表された作者の心情を読み味
わう。
・詩のさまざまな表現と、その効果に
ついて考える。

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現のしかたをふまえ、解釈の多様性について
考察している。[Ｂ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・詩を読むことに興味をもち、その形式や表現の特徴を意識しながら、情景や心情を味わおう
としている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

永訣の朝 3 【知・技】
(1)ウ
【思・判・表】
Ｂ(1)エ

・詩に表された作者の心情を読み味
わう。
・詩のさまざまな表現と、その効果に
ついて考える。

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現のしかたをふまえ、解釈の多様性について
考察している。[Ｂ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・詩を読むことに興味をもち、その形式や表現の特徴を意識しながら、情景や心情を味わおう
としている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

10 古典の世界2 月やあらぬ 7 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・男が月を見て感じた心情を読み取
る。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の心情を読み取ろうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

11 4
名作を読む

山月記 10 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ウ

・登場人物の生き方から、自分自身
の生き方に関する考えを深める。
・漢文訓読調の文章の魅力を味わ
う。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察してい
る。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、小説の文体や登場人物の心情について理解を深めようとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

12 表現を味わう ［書く］思いを言葉に
①エッセイを書こう

6 【知・技】
(1)ウ
【思・判・表】
Ａ(1)イ

・不特定の読み手を想定し、自分の
思いを表現したエッセイを書く。
・既存の作品も参考にしながら、構成
や表現を工夫して書く。

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の関心が得られるよう、文章の構成や展開を工夫している。［Ａ
(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・読み手を想定して、相手に応じた内容や構成、表現を工夫しながら書こうとしている。

・観察
・ワークシート
・作品

1 5
社会に生きる

鞄 7 【知・技】
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)エ

・小説を読む楽しさを味わう。
・この話に込められた寓意を読み取
り、考えを深める。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。［(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現のしかたをふまえ、解釈の多様性について
考察している。[Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、この話に込められた寓意を読み取ろうとしたり考えを深めたりしようとして
いる。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

2 古典の世界3 行く河の流れ 7 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・作品に表れている作者の考え方を
とらえる。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
[(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、自分の身の回りのできごとと比較しながら作者の考え方をとらえようとして
いる。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

1

2

3

9

５
６

使用教科書

大修館書店『新編　文学国語』

２年次科目。読解力や理解力、思考力を高めていけるよう指導する。

単位数科目

文学国語

科目の目標

２単位(70時間×２)

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う
力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚
を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生
活の充実を図る態度を育てる。

担当者



学
期

月 教科書単元
名／教材名

時
間

学習指導要領と
の対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等

3 読書の広場 鉄道員 4 【知・技】
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・読書に興味をもち、積極的に読書
に取り組む。
・登場人物の人間関係や心情、印象
的な言葉や表現などを意識しなが
ら、作品を味わう。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。[(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・読書に興味をもち、登場人物の人間関係や心情などを意識しながら作品を味わおうとしてい
る。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

計 70

3



（様式２）

令和 年度 沖縄県立北山高等学校 年間指導計画表 ２ 単位

学科 学年 ２学年 校長 教頭

月 6 7 10 11 12 1

　　　 

単
元
名

対
比
を
と
ら
え
る

「
対
話
の
精
神

」

「
デ
ジ
タ
ル
地
図
か
ら
見
え

る
世
界

」

主
張
を
つ
か
む

「
人
工
の
自
然

」

「
『
考
え
る
葦

』
で
あ
り

続
け
る

統
計
資
料
を
活
用
す
る

「
量
の
時
代
か
ら
質
の
時
代

へ

」
「
若
者
の

『
海
外
旅
行
離

れ

』
は
本
当
か
？

」

比
べ
て
読
む

「
紙
の
本
は
な
く
な
ら
な

い

」

比
べ
て
読
む

「
情
報
化
と
紙
の
本
の
ゆ
く

え

」

レ
ポ
ー
ト
を
書
く

テ
ー
マ
を
決
め
問
い
を
た
て

よ
う

レ
ポ
ー
ト
を
書
く

情
報
を
収
集
し
よ
う

レ
ポ
ー
ト
を
書
く

情
報
を
整
理
し
よ
う

レ
ポ
ー
ト
を
書
く

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
よ
う

指導事項・言語活動例 指導時数 6 6 8 6 6 3 3 3 3 70

ア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

ウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

エ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ア ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

イ ◎ ◎ ○ ○

ウ ○ ○我

が

国

の

言

語

文

化

に

関

す

る

事

項

(3) ア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ア ◎ ◎

イ ○ ○

ウ ◎ ○

エ ◎ ◎ ◎

オ ○ ◎ ○

カ ○ ◎

ア

イ ● ● ● ● ● ● ●

ウ

エ ● ● ● ● 30

ア ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

イ ○ ○ ◎

ウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

エ ○

オ ○

カ ○ ○

キ

ア ● ● ●

イ ● ● ● ● ● ●

ウ ● ● ● ●

エ ● ●

オ ● ● 40

評価方法・評価材料 知
記述の点
検

記述の点
検

記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 記述の分析

思
記述の確
認

記述の確
認

記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 発表内容

態
行動の確
認

行動の確
認

行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 構想シート
70

合
計

文章の種類を踏まえて，資料との関係を把握し，内容や構成を的確に捉えること。

主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈する
こと。

文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価
すること。

関連する文章や資料を基に，書き手の立場や目的を考えながら，内容の解釈を深めること。

人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自
分の考えを深めること。

設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に，必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりする
こと。

論理的な文章や実用的な文章を読み，その内容や形式について，批評したり討論したりする活動。

社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を読み，それらの内容を基に，自分の考えを論述したり討
論したりする活動。

　学術的な学習の基礎に関する事柄について書かれた短い論文を読み，自分の考えを論述したり発表したりする
活動。

同じ事柄について異なる論点をもつ複数の文章を読み比べ，それらを比較して論じたり批評したりする活動。

文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握すること。

関心をもった事柄について様々な資料を調べ，その成果を発表したり報告書や短い論文などにまとめたりする活
動。

Ｂ
　
読
む
こ
と

(1)

(2)

A
　
書
く
こ
と

(1)

実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集，整
理して，目的や意図に応じた適切な題材を決めること。

情報の妥当性や信頼性を吟味しながら，自分の立場や論点を明確にして，主張を支える適切な根拠をそろえるこ
と。

立場の異なる読み手を説得するために，批判的に読まれることを想定して，効果的な文章の構成や論理の展開を
工夫すること。

多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり，根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にすること。

(2)

個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど，文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主張が的確に
伝わる文章になるよう工夫すること。

文章の構成や展開，表現の仕方などについて，自分の主張が的確に伝わるように書かれているかなどを吟味して，
文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。

特定の資料について，様々な観点から概要などをまとめる活動。

設定した題材について，分析した内容を報告文などにまとめたり，仮説を立てて考察した内容を意見文などにまと
めたりする活動。

社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を参考にして，自分の考えを短い論文にまとめ，批評し合
う活動。

設定した題材について多様な資料を集め，調べたことを整理して，様々な観点から自分の意見や考えを論述する
活動。

〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

書
く
こ
と

読
む
こ
と

6 6 14
言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

に

関

す

る

事

項

(1)

言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解すること。

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにすること。

文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めること。

文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や展開の仕方について理解を深めること。

情

報

の

扱

い

方

に

関

す

る

事

項

(2)

主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めること。

情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め使うこと。

推論の仕方について理解を深め使うこと。

新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めること。

〔
知
識
及
び
技
能

〕

論
理
と
出
会
う

「
知
の
登
山

、
知
の
水
路

」

「
『
論
理
的
な
人

』
と
は

ど
う
い
う
人
か

」

具
体
と
抽
象

「
ウ
サ
ギ
の
耳
は
な
ぜ
長

い
？

」

「
記
号
的
メ
デ
ィ
ア
と
物
理

的
メ
デ
ィ
ア

」

94 5
論
理
的
に
書
く

（
小
論
文

）

根
拠
を
ふ
ま
え
て
主
張
を
書

こ
う

構
成
を
考
え
て
書
こ
う

反
論
を
想
定
し
て
書
こ
う

文
章
を
磨
き
上
げ
よ
う

2 3

目標

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（2） 論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（3） 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

教科書 大修館書店『新編　論理国語』

総
時
数

7 ◎：当該単元で特に重点的に指導し評価する内容　○：当該単元で指導し評価する内容
●：その単元で取り上げる言語活動例

科目名 論理国語

普通科・理数科 指導者氏名



（様式２）

令和 年度 沖縄県立北山高等学校 年間指導計画表 ２ 単位

学科 学年 ３学年 校長 教頭

月 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2

　　　 

単
元
名

指導事項・言語活動例 指導時数 70

ア ○ ○

イ

ウ ○ ◎

エ ◎ ○

ア ◎ ○

イ ◎

ウ ○ ○

エ

ア ○ ○ ◎

イ ◎

ウ ○

エ ○ ○ ○

オ 古典の作品や文書について、内容や解釈を自分の知見と結びつけ、考えを広げたり深めたりすること。 ○ ◎

カ
古典の作品や文章などに表れているものの見方、感じ方、考えを踏まえ、人間、社会、自然などに対す
る自分の考えを広げたり深めたりすること。

キ
関心をもった事柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深めること。

ク

ア ● ● ●

イ

ウ

エ ●

オ

カ ●

キ
往来物や漢文の名句・名言などを読み、社会生活に役立つ知識の文例を集め、それたの現代における
意義や価値などについて随筆などにまとめる活動。

評価方法・評価材料 知
記述の点
検

ペーパー
テスト

記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテス
ト

記述の点検 ペーパーテスト

思
記述の確
認

ペーパー
テスト

記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテス
ト

記述の確認 ペーパーテスト

態
行動の確
認

レポートの
記述

行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記
述

行動の確認 レポートの記述 70

7 ◎：当該単元で特に重点的に指導し評価する内容　○：当該単元で指導し評価する内容
●：その単元で取り上げる言語活動例

科目名 古典探究

普通科・理数科 指導者氏名

目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるととに、我が国の伝統的な言語文化に対するイカダンスいを深めるおことができるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの味方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いやかんが絵を広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに,生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

教科書 大修館書店『精選　古典探究』

総
時
数

随
筆

『
枕
草
子

』

中
納
言
参
り
給
ひ
て

漢
文
　
故
事
成
語

画
竜
点
睛

物
語

(

2

)

『
源
氏
物
語

』

若
紫
と
の
出
会
い

史
伝

『
史
記

』
本
紀

鴻
門
の
会

史
伝

『
史
記

』
本
紀

四
面
皆
楚
歌
す

〔
知
識
及
び
技
能

〕

言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

に

関

す

る

事

項

(1)

古典に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増やすことを通して、語
感を磨き語彙を豊かにすること。

古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展開の仕方について理解を深めること。

古典の作品や文章に表あれている、言葉の響きやリズム、修辞などの表現の特色について理解を深めること。

我

が

国

の

言

語

文

化

に

関

す

る

事

項

(2)

古典などを読むことを通して、我が国の文化の特質や、我がの文化と中国など外国の文化との関係について理解を
深めること。

古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めること。

時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めること。

先人のものの味方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの味方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めること。

13 14 16 16 11

〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

A
　
読
む
こ
と

(1)

文章の種類を踏まえて、後世や展開などを的確に捉えること。

読
む
こ
と

文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えること。

必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて無いようを解釈するとともに、文章の構成、展開、表現の特色に
ついて評価すること。

作品の成立した背景や他の作品などの関係をふまえながら古典などを読み、その内容の解釈を深め、作品の価値
について考察すること。

古典の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価することを通して、我が国の言語文化について自分の考えを
広げたり深めたりすること。

(2)

合
計

古典の作品や文章を読み、その内容や形式などに関して興味をもったことや疑問に関したことについて、調べたり
発表したり議論したりする活動。

同じ題材を取り上げた複数の作品や文章を読み比べ、思想や感情などの共通点や相違点にういて論述したり発表
したりする活動。

古典を読み、その語彙や表現の技法などを参考にして、和歌や俳諧、漢詩を創作したり、体験したことや感じたこと
を文語で書いたりする活動。

古典の作品について、その内容の解釈を踏まえて朗読する活動。

古典の作品に関連のある事柄について様々な資料を調べ、その成果を発表したり報告書などにまとめたりする活
動。

古典の言葉を現代の言葉と比較し、その変遷について社会的背景と関連付けながら古典などを読み、分かったこと
や考えたことを短い論文などにまとめる活動。



『文学国語』    年間指導計画　【３学年普通科】
指導学年

第３学年　普通科  

生徒の実態と指導の重点

学
期

月 教科書単元
名／教材名

時
間

学習指導要領と
の対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等

4 【Ⅰ】
1
明日をひらく

少なくとも最後まで歩かなかった 4 【知・技】
(1)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・筆者が大切だと考えていることを読
み取り、理解する。
・筆者の考えと比較しながら、自分の
生き方について考えを深める。

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。［(1)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に
捉えている。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の考え方と比較しながら、自分の生き方について考えを深めようとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

［書く］言葉でスケッチ
①一言で心をつかもう

4 【知・技】
(1)ア
【思・判・表】
Ａ(1)ア

・写真やイラストに合ったおもしろい
言葉を考える。
・読み手の共感が得られるような言葉
や表現を工夫して書く。

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。［(1)ア］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文学的な文章を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理し
て、表現したいことを明確にしている。［Ａ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・読み手の共感が得られるような言葉や表現を工夫して書こうとしている。

・観察
・ワークシート
・作品

古典の世界1 星取り 4 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・話のおもしろさをとらえる。 【知識・技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に
捉えている。［B(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・笑話を読み、オチにつながる展開を的確に捉える中で、そのおもしろさについて考え、自ら
の学習を調整しようとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

６
７

2
小説を楽しむ
（一）

晴れた空の下で 6 【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)イ

・本文の描写や言葉遣いから「わし」
の性格や心情をとらえる。
・語句のはたらきに注目して読む。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価すること
を通して、内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の人物像や心情を読み取ることに興味をもち、作品の構造を理解しようとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

3
詩を味わう

小景異情 4 【知・技】
(1)ウ
【思・判・表】
Ｂ(1)エ

・詩に表された作者の心情を読み味
わう。
・詩のさまざまな表現と、その効果に
ついて考える。

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現のしかたをふまえ、解釈の多様性について
考察している。[Ｂ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・詩を読むことに興味をもち、その形式や表現の特徴を意識しながら、情景や心情を味わおう
としている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

永訣の朝 4 【知・技】
(1)ウ
【思・判・表】
Ｂ(1)エ

・詩に表された作者の心情を読み味
わう。
・詩のさまざまな表現と、その効果に
ついて考える。

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現のしかたをふまえ、解釈の多様性について
考察している。[Ｂ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・詩を読むことに興味をもち、その形式や表現の特徴を意識しながら、情景や心情を味わおう
としている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

10 古典の世界2 月やあらぬ 8 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・男が月を見て感じた心情を読み取
る。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の心情を読み取ろうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

11 4
名作を読む

山月記 10 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ウ

・登場人物の生き方から、自分自身
の生き方に関する考えを深める。
・漢文訓読調の文章の魅力を味わ
う。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察してい
る。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、小説の文体や登場人物の心情について理解を深めようとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

12 表現を味わう ［書く］思いを言葉に
①エッセイを書こう

6 【知・技】
(1)ウ
【思・判・表】
Ａ(1)イ

・不特定の読み手を想定し、自分の
思いを表現したエッセイを書く。
・既存の作品も参考にしながら、構成
や表現を工夫して書く。

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の関心が得られるよう、文章の構成や展開を工夫している。［Ａ
(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・読み手を想定して、相手に応じた内容や構成、表現を工夫しながら書こうとしている。

・観察
・ワークシート
・作品

1 5
社会に生きる

鞄 7 【知・技】
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)エ

・小説を読む楽しさを味わう。
・この話に込められた寓意を読み取
り、考えを深める。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。［(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現のしかたをふまえ、解釈の多様性について
考察している。[Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、この話に込められた寓意を読み取ろうとしたり考えを深めたりしようとして
いる。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

2 古典の世界3 行く河の流れ 7 【知・技】
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・作品に表れている作者の考え方を
とらえる。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
[(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、自分の身の回りのできごとと比較しながら作者の考え方をとらえようとして
いる。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

3 読書の広場 鉄道員 6 【知・技】
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・読書に興味をもち、積極的に読書
に取り組む。
・登場人物の人間関係や心情、印象
的な言葉や表現などを意識しなが
ら、作品を味わう。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。[(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・読書に興味をもち、登場人物の人間関係や心情などを意識しながら作品を味わおうとしてい
る。

・観察
・ワークシート
・小テスト
・定期テスト

使用教科書

大修館書店『新編　文学国語』

国語科内選択科目。読解力や理解力、思考力を高めていけるよう指導する。

単位数科目

文学国語

科目の目標

２単位(70時間×２)

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う
力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚
を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生
活の充実を図る態度を育てる。

担当者

1

2

3

9

５
６



学
期

月 教科書単元
名／教材名

時
間

学習指導要領と
の対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等

計 70



（様式２）

令和 年度 沖縄県立北山高等学校 年間指導計画表 ２ 単位

学科 学年 ３学年 校長 教頭

月 6 7 10 11 12 1

　　　 

単
元
名

指導事項・言語活動例 指導時数 70

ア

イ ○ ○ ◎ ○ ○

ウ

エ

ア ○ ○ ◎ ○

イ ○

ウ ○我

が

国

の

言

語

文

化

に

関

す

る

事

項

(3) ア

ア ○ ○

イ ○ ○

ウ

エ ○

オ

カ

ア

イ

ウ

エ 30

ア ◎

イ

ウ ◎ ○

エ

オ ○ ◎

カ ◎

キ ○

ア ●

イ

ウ

エ ●

オ ● ● 40

評価方法・評価材料 知
記述の点
検

記述の点
検

記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 ペーパーテスト 記述の点検 記述の点検 ペーパーテスト

思
記述の確
認

記述の確
認

記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 ペーパーテスト 記述の確認 記述の確認 ペーパーテスト

態
行動の確
認

行動の確
認

行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 レポートの記述 行動の確認 行動の確認 レポートの記述 70

14 11

関心をもった事柄について様々な資料を調べ，その成果を発表したり報告書や短い論文などにまとめたりする活
動。

Ｂ
　
読
む
こ
と

(1)

(2)
　学術的な学習の基礎に関する事柄について書かれた短い論文を読み，自分の考えを論述したり発表したりする
活動。

同じ事柄について異なる論点をもつ複数の文章を読み比べ，それらを比較して論じたり批評したりする活動。

A
　
書
く
こ
と

(1)

実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集，整
理して，目的や意図に応じた適切な題材を決めること。

情報の妥当性や信頼性を吟味しながら，自分の立場や論点を明確にして，主張を支える適切な根拠をそろえるこ
と。

立場の異なる読み手を説得するために，批判的に読まれることを想定して，効果的な文章の構成や論理の展開を
工夫すること。

多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり，根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にすること。

(2)

個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど，文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主張が的確に
伝わる文章になるよう工夫すること。

合
計

特定の資料について，様々な観点から概要などをまとめる活動。

設定した題材について，分析した内容を報告文などにまとめたり，仮説を立てて考察した内容を意見文などにまと
めたりする活動。

社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を参考にして，自分の考えを短い論文にまとめ，批評し合
う活動。

設定した題材について多様な資料を集め，調べたことを整理して，様々な観点から自分の意見や考えを論述する
活動。

文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握すること。

文章の種類を踏まえて，資料との関係を把握し，内容や構成を的確に捉えること。

主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈する
こと。

文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価
すること。

関連する文章や資料を基に，書き手の立場や目的を考えながら，内容の解釈を深めること。

人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自
分の考えを深めること。

設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に，必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりする
こと。

論理的な文章や実用的な文章を読み，その内容や形式について，批評したり討論したりする活動。

社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を読み，それらの内容を基に，自分の考えを論述したり討
論したりする活動。

文章の構成や展開，表現の仕方などについて，自分の主張が的確に伝わるように書かれているかなどを吟味して，
文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。

〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

書
く
こ
と

読
む
こ
と

情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め使うこと。

推論の仕方について理解を深め使うこと。

新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めること。

〔
知
識
及
び
技
能

〕

情

報

の

扱

い

方

に

関

す

る

事

項

(2)

主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めること。

16
言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

に

関

す

る

事

項

(1)

言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解すること。

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにすること。

文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めること。

文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や展開の仕方について理解を深めること。

13 16

94 5
視
点
を
変
え
て

『
人
類
の
進
化
か
ら
考
え
る

心
の
誕
生

』

2
思
考
を
深
め
る

『
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

』

現
代
を
考
え
る

『
で
あ
る
こ
と
と
す
る
こ

と

』

未
来
に
目
を
向
け
て

『
豊
か
さ
と
つ
な
が
り

』

目標

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（2） 論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（3） 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

教科書 大修館書店『新編　論理国語』

総
時
数

自
己
を
み
つ
め
て

『
探
求
す
る
力

』

７ ◎：当該単元で特に重点的に指導し評価する内容　○：当該単元で指導し評価する内容
●：その単元で取り上げる言語活動例

科目名 論理国語

普通科・理数科 指導者氏名
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2025年度　国語科　古典研究年間指導計画 
 

科目 単　 　位 　　数 ３　単　位 指導者氏名 検 校長 教頭

古典研究  

学科・学年・学級 ３年理数科（選択Ａ） 　　　 印 印

１　学習の到達目標など 

学 習 の 到 達 目 標 　古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに，ものの見方，感じ方，考え方を広くし，古典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。

使用教科書・副教材など  「プログレス言語文化　総演習（いいずな書店」・「古文・漢文を一緒に学ぶ　古典の手引き及び定着ノート（いいずな書店」・「わかる・読める・解ける　古文単語330（いいずな書店）」

２　学習計画及び評価方法など 

(1)　学習計画など 

第　　１　　学　　期

月 教材 配 学習のねらい 言語活動例 単元の目標 具体的な評価規準 評価方法 考
当 査
時 範
間 囲

４ 清少納言「枕草 ７ 筆者の美意識やものの見方を読み ウ　古典に表れた人間の生き 思考 内容を踏まえて筆者の考え方や当時の宮廷 内容を踏まえて筆者の考え方や当時の宮廷生活を 行動の観察 第
 子」 取るとともに、当時の宮廷生活に 方や考え方などについて、文 判断　 生活を理解しようとする。 理解しようとしている。 １
 ついて理解する。 章中の表現を根拠にして話し 表現 学

  合うこと。 期
  主体的 筆者の美意識や機知を読み取る。 筆者の美意識や機知を読み取っている。 行動の分析 中
 学習指導要領の指導事項 態度 記述の確認 間
 ウ／エ 考
 知識 形のうえで紛らわしい語を文法的に識別す 形のうえで紛らわしい語を文法的に識別できてい 記述の点検 査 
 技能 る。 る。
 
５ 「三国志」の世 ４ 話の内容を的確に読み取り、登場 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 それぞれの場面に描かれた人間像を読み比 それぞれの場面に描かれた人間像を読み比べよう 行動の観察
 界 人物の心情を考えるとともに、そ 方や考え方などについて、文 判断 べようとする。 としている。
 の人間像を読み比べる。 章中の表現を根拠にして話し 表現
  合うこと。
  主体的 登場人物の言動や心理などを的確に読み取 登場人物の言動や心理などを的確に読み取ってい 行動の分析 
 学習指導要領の指導事項 態度 る。 る。 記述の確認
 エ／オ
 知識 基本的な句法･語法を理解する。 基本的な句法･語法を理解している。 記述の点検
 技能
 
６ 紫式部「源氏物 ９ 登場人物の心情を状況や行動に即 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 物語の内容を理解するとともに、『源氏物語』 物語の内容を理解するとともに、『源氏物語』を 行動の観察 第
 語」 して読み取るとともに、『源氏物語』方や考え方などについて、文 判断 への興味関心を高める。 より深く知ろうとしている。 １
 への理解を深め、興味関心を高め 章中の表現を根拠にして話し 表現 学
 る。 合うこと。 期
７  主体的 登場人物の心情を、それぞれの場面に応じ 登場人物の心情を、それぞれの場面に応じて読み 行動の分析 期
  態度 て読み取る。 取っている。 記述の確認 末

  学習指導要領の指導事項 考
 ウ／エ 知識 基本的な敬語法について理解する。 基本的な敬語法について理解している。 記述の点検 査

技能

第　　２　　学　　期

月 教材 配 学習のねらい 言語活動例 単元の目標 具体的な評価規準 評価方法 考
当 査
時 範
間 囲

９ 漢詩（古体詩） ６ 情景と作者の心情が融合した境地  エ　古典を読んで関心をも 思考 漢詩に描かれた人物や情景・心情などを表 漢詩に描かれた人物や情景・心情などを表現に即 行動の観察 第
 を味わうとともに、漢詩の構成な った事柄などについて課題を 判断 現に即して味わおうとする。 して味わおうとしている。 ２
 どについて理解する。 設定し、様々な資料を調べ、 表現 学
  その成果を発表したり文章に 期
  まとめたりすること。 主体的 それぞれの漢詩が表現している内容や情感 それぞれの漢詩が表現している内容や情感を理解 行動の分析 中
 学習指導要領の指導事項 態度 を理解する。 している。 記述の確認 間
 エ／オ 考
 知識 古体詩の詩形の多様性について理解する。 古体詩の詩形の多様性について理解している。 記述の点検 査 

  技能
  

 孟[ｹｲ]「人面桃 ２ 話の展開を的確に読み取るととも ウ　古典に表れた人間の生き 思考 当時の中国における死生観や恋愛観につい 当時の中国における死生観や恋愛観について考え 行動の観察  
 花」 に、登場人物の心情を理解する。 方や考え方などについて、文 判断 て考えようとする。 ようとしている。  

   章中の表現を根拠にして話し 表現
   合うこと。

 学習指導要領の指導事項 主体亭 登場人物の人間像と心理の動きを読み取る。 登場人物の人間像と心理の動きを読み取ってい 行動の分析  
 イ 態度 る。 記述の確認  

  
 知識・ 基本的な句法･語法を理解する。 基本的な句法･語法を理解している。 記述の点検  

  技能
  

10 李復言「杜子春 ３ 話の展開を整理し、登場人物の言 イ　同じ題材を取り上げた文 思考 話のおもしろさを味わい、登場人物の生き 話のおもしろさを味わい、登場人物の生き方など 行動の観察  
 伝」 動などを的確に読み取るとともに、章や同じ時代の文章などを読 判断 方などについて考えようとする。 について考えようとしている。  
 日本の近代文学と読み比べる。 み比べ、共通点や相違点など 表現  

   について説明すること。
  主体的 登場人物の言動や心理などを的確に読み取 登場人物の言動や心理などを的確に読み取り、杜 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 り、杜子春の人間性を理解する。 子春の人間性を理解している。 記述の確認  

  イ／オ
 知識・ 基本的な句法･語法を理解する。 基本的な句法･語法を理解している。 記述の点検  

  技能
  

 「大鏡」 ８ 歴史の流れの中で、登場人物の境 イ　同じ題材を取り上げた文 思考 登場人物の境遇を読み取るとともに、歴史 登場人物の境遇を読み取るとともに、歴史物語の 行動の観察  
 遇や心情を読み取るとともに、歴 章や同じ時代の文章などを読 判断 物語の特徴を理解しようとする。 特徴を理解しようとしている。  
 史物語の特徴と文学史的意義を理 み比べ、共通点や相違点など 表現  
 解する。 について説明すること。  
  主体亭 登場人物の人間関係や心情を読み取る。 登場人物の人間関係や心情を読み取っている。 行動の分析  
  態度 記述の確認  

   学習指導要領の指導事項
 ウ／オ 知識 形のうえで紛らわしい語を文法的に識別す 形のうえで紛らわしい語を文法的に識別できてい 記述の点検  
 技能 る。基本的な敬語法について理解する。 る。基本的な敬語法について理解している。
 
11 司馬遷「史記」 ７ 話の展開を読み取るとともに、古 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 著名な逸話について興味を持ち、内容を深 著名な逸話について興味を持ち、内容を深く知ろ 行動の観察 第
 代中国の歴史が持つおもしろさや 方や考え方などについて、文 判断 く知ろうとする。 うとしている。 ２
 登場人物の魅力を読み味わう。 章中の表現を根拠にして話し 表現 学

  合うこと。 期
  主体的 話の展開を理解するとともに、登場人物の 話の展開を理解するとともに、登場人物の心情を 行動の分析 期
 学習指導要領の指導事項 態度 心情を読み取る。 読み取っている。 記述の確認 末
 ウ／エ 考
 知識・ 基本的な句法･語法を理解する。 基本的な句法･語法を理解している。 記述の点検 査 
 技能
 
 紀貫之「古今和 １ 歌論を読み、筆者の和歌に対する ウ　古典に表れた人間の生き 思考 和歌に対する筆者の感じ方や考え方を理解 和歌に対する筆者の感じ方や考え方を理解しよう 行動の観察
 歌集仮名序」 感じ方や考え方を理解する。 方や考え方などについて、文 判断 しようとする。 としている。

  合うこと。
 学習指導要領の指導事項 主体的 筆者が主張する和歌の本質と効用を的確に 筆者が主張する和歌の本質と効用を的確に読み取 行動の分析 
 ウ／エ 態度 読み取る。 っている。 記述の確認
 
 知識 和歌や歌論の文学史的事項を理解する。 和歌や歌論の文学史的事項を理解している。 記述の点検
 
 源俊頼「俊頼髄 １ 歌論に示された和歌の評価を理解 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 歌論において和歌をどのような点から評価 歌論において和歌をどのような点から評価してい 行動の観察
 脳」 するとともに、和歌を鑑賞する。 方や考え方などについて、文 判断 しているか、理解しようとする。 るか、理解している。

  合うこと。
 学習指導要領の指導事項 主体的 それぞれの和歌に対する評価の内容を理解 それぞれの和歌に対する評価の内容を理解すると 行動の分析 
 イ／エ 態度 するとともに、和歌を鑑賞する。 ともに、和歌を鑑賞している。 記述の確認
 
 知識・ 主な歌論を整理するとともに、和歌の修辞 主な歌論を整理するとともに、和歌の修辞法を広 記述の点検
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 技能 法を広く理解する。 く理解している。
 
12 思想と寓話 ７ 著名な逸話について興味を持ち、 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 個々の相違点を意識しながら、それぞれの 個々の相違点を意識しながら、それぞれの思想家 行動の観察

内容を深く知ろうとする。 方や考え方などについて、文 判断 思想家の主張を理解しようとする。 の主張を理解しようとしている。
 学習指導要領の指導事項 合うこと。

ウ／エ／オ 主体的 簡潔な表現や巧みな比喩に注目しながら、 簡潔な表現や巧みな比喩に注目しながら、内容を 行動の分析 
態度 内容を的確に読み取る。 的確に読み取っている。 記述の確認

知識・ 基本的な句法･語法を理解する。 基本的な句法･語法を理解している。 記述の点検
技能 諸子の思想について理解する。 諸子の思想について理解している。

第　　３　　学　　期

月 教材 配 学習のねらい 言語活動例 単元の目標 具体的な評価規準 評価方法 考
当 査
時 範
間 囲

１ 「無名草子」 １ 清少納言と紫式部がどのように評 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 清少納言と紫式部を評価する際の視点がど 清少納言と紫式部を評価する際の視点がどのよう 行動の観察 第
 価されているか、的確に読み取る。 方や考え方などについて、文 判断 のようなところにあるか、理解しようとす なところにあるか、理解しようとしている。 ３
  章中の表現を根拠にして話し 表現 る。 学

  合うこと。 期
 学習指導要領の指導事項 主体的 話者の評価内容を的確に読み取り、整理す 話者の評価内容を的確に読み取り、整理している。行動の分析 期
 ウ 態度 る。 記述の確認 末
 考
 知識・ 清少納言と紫式部の人物像や、『源氏物語』 清少納言と紫式部の人物像や、『源氏物語』の成 記述の点検 査 
 技能 の成立事情について理解する。 立事情について理解している。  

  
 鴨長明「無名抄」 １ 俊成や俊恵の「おもて歌」につい ウ　古典に表れた人間の生き 思考 「おもて歌」についての考え方を理解しよ 「おもて歌」についての考え方を理解しようとし 行動の観察  
 ての考え方を読み取るとともに、 方や考え方などについて、文 判断 うとする。 ている。  

   合うこと。
  主体的 それぞれの和歌を鑑賞し、俊恵の主張を読 それぞれの和歌を鑑賞し、俊恵の主張を読み取っ 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 み取る。 ている。 記述の確認  

  ウ
 知識・ 謙譲語「給ふ」の用法について理解する。 謙譲語「給ふ」の用法について理解している。 記述の点検  

  技能
  

 藤原定家「毎月 １ 歌論を読み、和歌の「心」と「詞」 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 和歌の「心」と「詞」についての筆者の主 和歌の「心」と「詞」についての筆者の主張を理 行動の観察  
 抄」 についての筆者の主張を理解する。 方や考え方などについて、文 判断 張を理解しようとする。 解しようとしている。  

   合うこと。
 学習指導要領の指導事項 主体的 「古の歌」と「近代の歌」についての筆者 「古の歌」と「近代の歌」についての筆者の考え 行動の分析  
 ウ 態度 の考えを読み取る。 を読み取っている。 記述の確認  

  
 知識・ 歌論に頻出する用語の意味を理解する。 歌論に頻出する用語の意味を理解している。 記述の点検  

  技能
  

 正徹「正徹物語」 １ 歌論に述べられている和歌の評価 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 筆者の評を参考にしながら、和歌を鑑賞し 筆者の評を参考にしながら、和歌を鑑賞しようと 行動の観察  
 を理解することで、和歌の鑑賞法 方や考え方などについて、文 判断 ようとする。 している。  

   合うこと。
  主体的 語順や助詞の違いなどによって、詩歌の世 語順や助詞の違いなどによって、詩歌の世界がど 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 界がどのように変化するか、理解する。 のように変化するか、理解している。 記述の確認  

  ア／ウ
 知識・ 中世歌論の文学史的事項を理解する。 中世歌論の文学史的事項を理解している。 記述の点検  

  技能
  

 世阿弥「風姿花 １ 能楽論に示された筆者の主張を読 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 内容を踏まえて筆者のものの見方を理解し、 内容を踏まえて筆者のものの見方を理解し、自身 行動の観察  
 伝」 み取り、その特色を理解するとと 方や考え方などについて、文 判断 自身の考え方を深めようとする。 の考え方を深めようとしている。  
 視野を広げる。 合うこと。  
  主体的 「花」の意味するところを理解し、筆者の 「花」の意味するところを理解し、筆者の芸道観 行動の分析  
  態度 芸道観を読み取る。 を読み取っている。 記述の確認  

   学習指導要領の指導事項
 ウ 知識・ 古典芸能の流れ、能楽について理解する。 古典芸能の流れ、能楽について理解している。 記述の点検  

  技能
  

 向井去来「去来 １ 俳論を読み、筆者の主張を読み取 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 筆者の主張を通して、焦門俳諧の特色を味 筆者の主張を通して、焦門俳諧の特色を味わおう 行動の観察  
 抄」 るとともに、焦門俳諧の特色を理 方や考え方などについて、文 判断 わおうとする。 としている。  

   合うこと。
  主体的 句に対する筆者の批評を読み取る。 句に対する筆者の批評を読み取っている。 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 記述の確認  

  ウ
 知識・ 俳諧の流れ、焦門について理解する。 俳諧の流れ、焦門について理解している。 記述の点検  

  技能
  

２ 「難波土産」 １ 近松門左衛門が考える舞台芸能の ウ　古典に表れた人間の生き 思考 内容を踏まえて筆者のものの見方を理解し、 内容を踏まえて筆者のものの見方を理解し、自身 行動の観察  
 あり方について理解するとともに、方や考え方などについて、文 判断 自身の考え方を深めようとする。 の考え方を深めようとしている。  
 を広げる。 合うこと。  
  主体的 「実」と「虚」の関係を理解し、近松の主 「実」と「虚」の関係を理解し、近松の主張を読 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 張を読み取る。 み取っている。 記述の確認  

  ウ
 知識・ 古典芸能の流れ、浄瑠璃や歌舞伎について 古典芸能の流れ、浄瑠璃や歌舞伎について理解し 記述の点検  
 技能 理解する。 ている。  

  
 本居宣長「玉勝 １ 筆者の学問についての主張を理解 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 筆者の主張を通して、自身の学びについて 筆者の主張を通して、自身の学びについて考えを 行動の観察  
 間」 するとともに、自身の学びについ 方や考え方などについて、文 判断 考えを深めようとする。 深めようとしている。  

   合うこと。
  主体的 叙述内容を整理して、筆者の学問について 叙述内容を整理して、筆者の学問についての考え 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 の考えを読み取る。 を読み取っている。 記述の確認  

  ウ
 知識・ 国学の流れについて理解する。 国学の流れについて理解している。 記述の点検  

  技能
  

 本居宣長「源氏 １ 物語論を読み、筆者の論旨を理解 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 筆者の主張を通して、物語を読む意義など 筆者の主張を通して、物語を読む意義などについ 行動の観察  
 物語玉の小櫛」 するとともに、物語を読む意義な 方や考え方などについて、文 判断 について考えようとする。 て考えようとしている。  

   合うこと。
  主体的 叙述内容を整理して、筆者の述べる「物語」 叙述内容を整理して、筆者の述べる「物語」を読 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 を読む意義を読み取る。 む意義を読み取っている。 記述の確認  

  ウ
 知識・ 「もののあはれ」について考えを深めると 「もののあはれ」について考えを深めるとともに、記述の点検  
 技能 ともに、国学の流れを理解する。 国学の流れを理解している。  

  
 柳宗元「捕蛇者 ２ 筆者の論旨を的確に理解し、自己 ウ　古典に表れた人間の生き 思考 筆者がこの文章を書いた意図を理解しよう 筆者がこの文章を書いた意図を理解しようとして 行動の観察  
 説」 のものの見方や考え方を豊かにす 方や考え方などについて、文 判断 とする。 いる。  

   合うこと。
  主体的 筆者が考える幸福と政治の本質を読み取る。 筆者が考える幸福と政治の本質を読み取ってい 行動の分析  
 学習指導要領の指導事項 態度 る。 記述の確認  

  ウ
 知識・ 唐宋八大家について理解する。 唐宋八大家について理解している。 記述の点検  

  技能
  

３ 蘇軾「赤壁賦」 ２ 情景や叙情の描写の美しさを味わ ウ　古典に表れた人間の生き 思考 この文章に見られる作者の人生観を理解し この文章に見られる作者の人生観を理解しようと 行動の観察  
 うとともに、作者の人生観を理解 方や考え方などについて、文 判断 ようとする。 している。  

   合うこと。
  主体的 情景や叙情の描写の美しさを読み味わう。 情景や叙情の描写の美しさを読み味わっている。 行動の分析 
 学習指導要領の指導事項 態度 記述の確認

ウ
知識・ 基本的な句法･語法を理解する。 基本的な句法･語法を理解している。 記述の点検
技能

韓愈「師説」 ２ 論の展開を整理し、筆者の論旨を ウ　古典に表れた人間の生き 思考 筆者がこの文章を書いた意図を理解しよう 筆者がこの文章を書いた意図を理解しようとして 行動の観察
的確に理解するとともに、自己の 方や考え方などについて、文 判断 とする。 いる。
 合うこと。
 主体的 「師」について筆者がどのように考えてい 「師」について筆者がどのように考えているかを 行動の分析 
学習指導要領の指導事項 態度 るかを読み取る。 読み取っている。 記述の確認
ウ／エ

知識・ 基本的な句法・語法を理解する。 基本的な句法・語法を理解している。 記述の点検
技能 唐宋八大家について理解する。 唐宋八大家について理解している。

   



『表現探究』    年間指導計画　【３学年・理数科選択】
指導学年

第３学年　理数科  

生徒の実態と指導の重点

学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等

４
５

レッスン１
　言葉と表記

3 【知・技】
(1)ア、ウ

・表記の決まりを意識し、正
しく書く。
・漢字や慣用表現を正しく使
う。

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあることを
理解し、言葉や表記の大切さを理解している。［(1)ア］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量を
増し、適切な言葉遣いや表記に関する知識を広げ、語感を磨
き、語彙を豊かにしている。[(1)ウ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、事象
を的確に描写したり説明したりするための言葉と表記を正確に
判断して、表現のしかたを工夫している。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・正しい表記や語彙を豊かにすることについて積極的に取り組
もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

６
７

レッスン２
　整った文を書く

2 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ｂ(1)オ

・ 係り受けについて理解す
る。
・ 文末表現について理解す
る。

【知識・技能】
・書き言葉の特徴について理解を深め、係り受けを整えたり文
末表現を統一したりすることについて理解している。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、事象
を的確に描写したり説明したりするために、係り受けや文末表
現の統一を正確に理解して、表現のしかたを工夫している。
［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・練習問題を解くことをとおして、文を整えて書く学習に対し
て積極的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

９
10

レッスン３
　相手に応じた言葉遣い

2 【知・技】
(1)イ、ウ

・敬語について正しい理解を
もち、その使い分けについて
理解する。
・話し言葉と書き言葉の違い
や、その使い分けについて理
解する。
・和語・漢語・外来語のニュ
アンスの違いと、その使い分
けについて理解する。

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解
し、適切に使い分けている。[(1)イ]
・語彙の量を増し、話や文章の中で使うことをとおして、語感
を磨き語彙を豊かにしている。[(1)ウ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、事象を的確に描写したり説明したり
するために、相手に応じた言葉遣いを的確に使い分けている。
［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・相手に応じた言葉を使い分けることについて、積極的に取り
組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

11
12

レッスン４
　わかりやすい文を書く

2 【思・判・
表】
Ｂ(1)オ、カ

・長すぎる文を避け、わかり
やすい文にする方法を理解す
る。
・読点を適切に打ち、あいま
いな文を避けることの大切さ
を理解する。

【知識・技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、伝
え合う目的や手段に応じた適切でわかりやすい文を書く方法を
理解している。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、長すぎる文やあいまいな文を避け、
読点を適切に用いるなど、工夫している。［Ｂ(1)オ］
・「書くこと」において、自分が書いた文や文章が、読み手に
わかりやすく伝わるかどうかを吟味し、表現全体を整えたり、
読点の打ち方を工夫したりしている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・練習問題を解くことで、わかりやすい文にする学習に積極的
に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

１
２

レッスン５
　文のつなぎ方

2 【知・技】
(1)ウ
【思・判・
表】
Ｂ(1)カ

・接続表現の種類と働きを理
解する。
・文脈による文のつながりを
理解する。

【知識・技能】
・自分の思いや考えを多彩に表現するために、接続表現の種類
や働きを知り、文章の中で適切に用いている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手に対して自分の思いや考えが
効果的に伝わるように、接続表現の使い方を吟味し、文章全体
を整えている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・「接続表現クイズ」を解くことをとおして、文と文のつなぎ
方に着目した学習に対して積極的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

3 ■実践トレーニング① 2 【知・技】
(1)イ・ウ
【思・判・
表】
Ｂ(1)カ

・言葉と表記、係り受け、文
末表現の統一、接続表現の使
い方などを意識し、より適切
な表現になるように吟味す
る。
・原稿用紙の使い方を理解す
る。

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解
を深め、伝え合う目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現
や言葉遣いを理解し、使い分けている。［(1)イ］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量を
増し、話や文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにしている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・読み手に対して自分の思いや考えが効果的に伝わるように書
かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手か
らの助言などをふまえて、自分の文章の特長や課題をとらえ直
したりしている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・単元１のまとめとしての設問に積極的に取り組もうとしてい
る。

・観察
・ワークシート

科目の目標

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝
え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
し、言語感覚を磨き、進んで表現することによって
国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

2
学
期

理数科選択Ｃ科目。少人数で手厚い指導を行いながら、文章力や表現力、思考力を伸
ばしていけるよう指導する。

教科書単元名／教材名

【第1部】表
現力を培う

1　言葉と出
会う

2
年
次

1
学
期

3
学
期

担当者

科目 単位数 使用教科書

表現探究 ２単位(70時間） 大修館書店『国語表現』



学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等教科書単元名／教材名

４ レッスン１
　自己紹介ゲーム

2 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ａ(1)ア・エ

・自己紹介のやりとりをとお
して相互理解を図る。
・取り上げる内容は話し方を
工夫して、わかりやすく自己
紹介をする。

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、目
的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し、自己紹介している。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、他者
との多様な交流を想定しながら情報を収集、整理して、内容を
検討している。［Ａ(1)ア］
・「話すこと・聞くこと」において、相手の反応に応じて言葉
を選び、同意や共感が得られるよう表現を工夫している。［Ａ
(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・ゲームをとおして言葉で伝え合うことを楽しみ、基礎的な対
話活動に前向きに取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

5 レッスン２
　言葉のストレッチ体操

【表現への扉】「それでいいで
す」／意図理解の難しさ

1 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ａ(1)エ・カ

・聞くこと・話すこと、伝え
合うことを見つめ直し、コ
ミュニケーションに対する意
識をもつ。
・コミュニケーションの楽し
さを知り、積極的にコミュニ
ケーションに取り組む姿勢を
もつ。

【知識・技能】
・話し言葉や非言語的表現の特徴と役割について理解を深め、
目的や場面に応じた適切な表現を理解している。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、相手の反応に応じて言葉
を選び、相手の同意や共感が得られるように表現を工夫してい
る。［Ａ(1)エ］
・「話すこと・聞くこと」において、視点を明確にして聞きな
がら、共感を伝えたり相手の思いや考えを引き出したりしてい
る。［Ａ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・伝え合うことの楽しさを知り、積極的にコミュニケーション
に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

６ レッスン３
　絵や写真を見て書く

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)オ・カ

・図や写真を見て文章を書
き、相手に伝わる文章を書く
ために必要なことを理解す
る。
・相手に伝えることを意識し
てわかりやすい文章を書く。

【知識・技能】
・説明の順序や５Ｗ１Ｈ、比喩を用いた説明など、相手に伝わ
るように書く文章について理解を深めている。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、伝えたい情報を整理し順序立てて、
事象を的確に描写・説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)オ］
・「書くこと」において、読み手に効果的に伝わるように書か
れているかを吟味して、自分の文章の特長や課題をとらえ直し
ている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・絵や写真を文章で説明することに興味をもち、相手に伝わる
ように書く練習に意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

7 レッスン４
　マイニュース記事を書こう

4 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ｂ(1)ア

・5W1Hを明確にし、事実と意
見を区別して文章を書く。

【知識・技能】
・実用的な文章などの種類や特徴、構成や展開のしかたなどに
ついて理解を深める。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の問題
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にする。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近なテーマを見つけ、ニュース記事を書く活動に積極的に
取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

2
学
期

レッスン１
　小論文とは何か

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・イ

・小論文の基本的な書き方を
理解する。
・意見を筋道を立てて書く。
・原稿用紙の使い方や推敲の
観点を理解する。

【知識・技能】
・小論文の特徴、構成や展開のしかたなどについて理解を深め
ている。[(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の同意が得られるよう、適切
な根拠を効果的に用いて論理の展開を考えるなど、文章の構成
や展開を工夫している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文と感想文の違いをふまえ、小論文を書くことに関心を
もち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン２
　反論を想定して書く

4 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・イ・
ウ

・反論を想定して小論文を書
くことの意味を理解する。
・反論を想定して書く構成を
理解し、それに沿って小論文
を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、説得力のある
理由を吟味して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、読み手の同意が得られるよう、適切
な根拠を効果的に用いるとともに、反論などを想定して論理の
展開を考えるなど、文章の構成や展開を工夫している。［Ｂ(1)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・反論を想定し、説得力を高めた小論文を書くことに興味をも
ち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン３
　文章を読み取って書く

【表現への扉】「再生」は日常
生活から／時代の気分、言葉の
温度／藤井新棋聖

5 【思・判・
表】
Ｂ(1)イ・ウ

・文章の要旨をつかむための
方法を理解する。
・資料に対する自分の意見を
明確にして小論文を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、読み取った文
章の要旨から適切な題材を決め、情報の組み合わせなどを工夫
して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、読み手の共感が得られるよう、適切
な具体例を効果的に配置するなど、文章の構成や展開を工夫し
ている。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・文章から読み取ったことをふまえて小論文を書くことに興味
をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン４
　統計資料を読み取って書く

【表現への扉】データを読む③
／データを読む④

5 【思・判・
表】
Ｂ(1)イ・エ

・統計資料から読み取ったこ
とをふまえて論点を整理す
る。
・統計資料から読み取ったこ
とをふまえて小論文を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、読み取った統
計資料から適切な題材を決め、情報の組み合わせなどを工夫し
て、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、自分の考えを明確にし、根拠となる
情報をもとに的確に説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・統計資料から読み取れることをもとに小論文を書く活動に興
味をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

3
学
年

2　伝える、
伝え合う

3　小論文・
レポート入
門

９



学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等教科書単元名／教材名

レッスン５
　発想を広げて書く

4 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・イ

・発想を広げるための方法を
理解する。
・テーマをもとに発想を広げ
て小論文を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて発想を広げるた
めの方法を理解し、情報の組み合わせなどを工夫して、伝えた
いことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、読み手の同意が得られるよう、発想
を広げたことをふまえて、適切な根拠を効果的に用いるととも
に、反論などを想定して論理の展開を考えるなど、文章の構成
や展開を工夫している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・与えられたテーマから発想を広げて小論文を書く活動に興味
をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン６
　レポートを書く

5 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・オ
Ｂ(2)イ

・レポートの基本的な書き方
を理解する。
・客観的な根拠を集めて説得
力のあるレポートをまとめ
る。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の問題
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め、多角的な視点
でアンケート調査の方法を考えて行い、伝えたいことを明確に
している。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、文章と図表や画像などを関係付けな
がら、レポートや報告書を作成している。［Ｂ(2)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・調べたことをレポートにまとめることに興味をもち、意欲的
に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン７
　論文を書くために

2 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・オ

・論文執筆の進め方とそのポ
イントを理解する。
・引用の方法、参考文献や注
の示し方を理解する。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の問題
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)
ア］
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、事象
を的確に描写したり説明したり、引用の方法や参考文献の示し
方や注の付け方などに留意するなど、表現のしかたを工夫して
いる。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・論文を書くことや、論文を書くときの留意点に興味をもち、
意欲的に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

10 レッスン１
　自分を見つめて

1 【知・技】
(1)ア
【思・判・
表】
Ａ(1)ア

・経験から得たことや学んだ
こと、自分の長所などを考え
る。
・他者の意見を聞いて、自分
の長所を見つける。

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあることを
理解している。［(1)ア］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、自分
に関わる事柄の中から話題を決め、他者と話し合いながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討している。［Ａ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分のこれまでの人生を振り返ってまとめる活動に興味をも
ち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン２
　効果的な自己PR

2 【思・判・
表】
Ａ(1)ア・ウ

・自分の特長を端的に表現
し、印象に残る自己PRの原稿
を書く。
・事実やできごとをふまえ
て、効果的な自己PRをする。

【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、自分
に関わる事柄の中から話題を決め、他者と話し合いながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討している。［Ａ(1)ア］
・「話すこと・聞くこと」において、自分の思いや考えが伝わ
るよう、具体例を効果的に配置するなど、話の構成や展開を工
夫している。［Ａ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・効果的な自己ＰＲをすることに興味をもち、意欲的に取り組
もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン３
　将来の自分を考えよう

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・エ

・就きたい職業に就くために
必要なことを、適切な方法で
調べる。
・調べたことをふまえて、
「将来の自分」について文章
にまとめる。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の職業
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を集め、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)
ア］
・「書くこと」において、自分の考えを明確にし、根拠となる
情報をもとに的確に説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の将来を考えたり職業について調べてまとめたりする活
動に興味をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン４
　志望理由を書こう

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・エ

・志望先についての情報を適
切な方法で集める。
・調べたこと、やりたいこ
と、自己PRの三つを結びつけ
て、説得力のある志望理由を
書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、志望先と自分
に関わる事柄の中から適切な題材を集め、情報の組み合わせな
どを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、自分の考えを明確にし、根拠となる
情報をもとに的確に説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を調べて集め、説得力のある志望理由を書くことに興味
をもち、意欲的に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

11 レッスン５
　自己推薦書や学修計画書を書
く

3 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・エ
Ｂ(2)ア

・志望先に提出する書類に求
められていることを適切に理
解する。
・具体的で要素の関連性を重
視した書類を書く。
・適切な言葉遣いで書類を書
く。

【知識・技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、目
的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し、使い分けている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)
ア］
・「書くこと」において、自分の思いや考えについて、文章の
種類を選んで書いている。［Ｂ(2)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・文書を書くときの留意点や、より説得力のある書類を書くこ
とに興味をもち、意欲的に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

3
学
年

3　小論文・
レポート入
門

4　自己PRと
面接

９



学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等教科書単元名／教材名

12 レッスン６
　面接にチャレンジ

2 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ａ(1)ア・エ
Ａ(2)ア

・適切な言葉遣いや態度で面
接の受け答えをする。
・質問に対して、具体的で説
得力のある答え方で答える。

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、伝
え合う目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣い
を理解して使っている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、相手の反応に応じて言葉
を選び、相手の同意や共感が得られるように表現を工夫してい
る。［Ａ(1)エ］
・「話すこと・聞くこと」において、面接の場で自分のことを
伝えたり、それらを聞いて批評したりしている。［Ａ(2)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・面接の留意点や面接での言葉遣いについて興味をもち、意欲
的に自己評価や相互評価まで取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン７
　グループディスカッションを
しよう

2 【思・判・
表】
Ａ(1)カ・キ
Ａ(2)エ

・グループディスカッション
のねらいを理解する。
・積極的に話し合いに参加
し、話し合いに貢献してい
る。
・ほかの人の話をよく聞き、
その趣旨や価値を理解してい
る。

【知識・技能】
・目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理
解し、使い分けている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、視点を明確にして聞きな
がら、話の内容に対する共感を伝えたり、相手の思いや考えを
引き出したりする工夫をしている。［Ａ(1)カ］
・「話すこと・聞くこと」において、互いの主張や論拠を吟味
したり、進行や展開を助けるために発言を工夫したりしなが
ら、話し合いのしかたや結論の出し方を工夫している。［Ａ(1)
キ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループディスカッションに興味をもち、学習に意欲的に取
り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

■実践トレーニング② 2 【知・技】
(1)イ・ウ
【思・判・
表】
Ａ(1)エ

・志望先に提出する書類とし
て、適切な表記・表現を用い
る。
・面接の際の適切な言葉遣い
や応答のしかたを考える。

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解
を深め、伝え合う目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現
や言葉遣いを理解し、使い分けている。［(1)イ］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量を
増し、話や文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにしている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・相手の反応に応じて言葉を選んだり、場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど、相手の同意や共感が得ら
れるように表現を工夫している。［Ａ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・エントリーシートの書き方や面接の際の話し方に興味をも
ち、よりよい表現を考える活動に意欲的に取り組もうとしてい
る。

・観察
・ワークシート
・小テスト

3
学
年

3
学
期

4　自己PRと
面接

１
2



『国語表現』    年間指導計画　【２学年・３学年普通科】
指導学年

第２・３学年　普通科  

生徒の実態と指導の重点

学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等

４
５

レッスン１
　言葉と表記

3 【知・技】
(1)ア、ウ

・表記の決まりを意識し、正
しく書く。
・漢字や慣用表現を正しく使
う。

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあることを
理解し、言葉や表記の大切さを理解している。［(1)ア］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量を
増し、適切な言葉遣いや表記に関する知識を広げ、語感を磨
き、語彙を豊かにしている。[(1)ウ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、事象
を的確に描写したり説明したりするための言葉と表記を正確に
判断して、表現のしかたを工夫している。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・正しい表記や語彙を豊かにすることについて積極的に取り組
もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

６
７

レッスン２
　整った文を書く

2 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ｂ(1)オ

・ 係り受けについて理解す
る。
・ 文末表現について理解す
る。

【知識・技能】
・書き言葉の特徴について理解を深め、係り受けを整えたり文
末表現を統一したりすることについて理解している。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、事象
を的確に描写したり説明したりするために、係り受けや文末表
現の統一を正確に理解して、表現のしかたを工夫している。
［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・練習問題を解くことをとおして、文を整えて書く学習に対し
て積極的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

９
10

レッスン３
　相手に応じた言葉遣い

2 【知・技】
(1)イ、ウ

・敬語について正しい理解を
もち、その使い分けについて
理解する。
・話し言葉と書き言葉の違い
や、その使い分けについて理
解する。
・和語・漢語・外来語のニュ
アンスの違いと、その使い分
けについて理解する。

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解
し、適切に使い分けている。[(1)イ]
・語彙の量を増し、話や文章の中で使うことをとおして、語感
を磨き語彙を豊かにしている。[(1)ウ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、事象を的確に描写したり説明したり
するために、相手に応じた言葉遣いを的確に使い分けている。
［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・相手に応じた言葉を使い分けることについて、積極的に取り
組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

11
12

レッスン４
　わかりやすい文を書く

2 【思・判・
表】
Ｂ(1)オ、カ

・長すぎる文を避け、わかり
やすい文にする方法を理解す
る。
・読点を適切に打ち、あいま
いな文を避けることの大切さ
を理解する。

【知識・技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、伝
え合う目的や手段に応じた適切でわかりやすい文を書く方法を
理解している。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、長すぎる文やあいまいな文を避け、
読点を適切に用いるなど、工夫している。［Ｂ(1)オ］
・「書くこと」において、自分が書いた文や文章が、読み手に
わかりやすく伝わるかどうかを吟味し、表現全体を整えたり、
読点の打ち方を工夫したりしている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・練習問題を解くことで、わかりやすい文にする学習に積極的
に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

１
２

レッスン５
　文のつなぎ方

2 【知・技】
(1)ウ
【思・判・
表】
Ｂ(1)カ

・接続表現の種類と働きを理
解する。
・文脈による文のつながりを
理解する。

【知識・技能】
・自分の思いや考えを多彩に表現するために、接続表現の種類
や働きを知り、文章の中で適切に用いている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手に対して自分の思いや考えが
効果的に伝わるように、接続表現の使い方を吟味し、文章全体
を整えている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・「接続表現クイズ」を解くことをとおして、文と文のつなぎ
方に着目した学習に対して積極的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

3 ■実践トレーニング① 2 【知・技】
(1)イ・ウ
【思・判・
表】
Ｂ(1)カ

・言葉と表記、係り受け、文
末表現の統一、接続表現の使
い方などを意識し、より適切
な表現になるように吟味す
る。
・原稿用紙の使い方を理解す
る。

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解
を深め、伝え合う目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現
や言葉遣いを理解し、使い分けている。［(1)イ］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量を
増し、話や文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにしている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・読み手に対して自分の思いや考えが効果的に伝わるように書
かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手か
らの助言などをふまえて、自分の文章の特長や課題をとらえ直
したりしている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・単元１のまとめとしての設問に積極的に取り組もうとしてい
る。

・観察
・ワークシート

担当者

科目 単位数 使用教科書

国語表現 ２単位(70時間×２) 大修館書店『国語表現』

２年次より国語科内選択科目。少人数で手厚い指導を行いながら、文章力や表現力、
思考力を伸ばしていけるよう指導する。

教科書単元名／教材名

【第1部】表
現力を培う

1　言葉と出
会う

2
年
次

1
学
期

3
学
期

科目の目標

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝
え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
し、言語感覚を磨き、進んで表現することによって
国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

2
学
期



学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等教科書単元名／教材名

４ レッスン１
　自己紹介ゲーム

2 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ａ(1)ア・エ

・自己紹介のやりとりをとお
して相互理解を図る。
・取り上げる内容は話し方を
工夫して、わかりやすく自己
紹介をする。

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、目
的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し、自己紹介している。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、他者
との多様な交流を想定しながら情報を収集、整理して、内容を
検討している。［Ａ(1)ア］
・「話すこと・聞くこと」において、相手の反応に応じて言葉
を選び、同意や共感が得られるよう表現を工夫している。［Ａ
(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・ゲームをとおして言葉で伝え合うことを楽しみ、基礎的な対
話活動に前向きに取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

5 レッスン２
　言葉のストレッチ体操

【表現への扉】「それでいいで
す」／意図理解の難しさ

1 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ａ(1)エ・カ

・聞くこと・話すこと、伝え
合うことを見つめ直し、コ
ミュニケーションに対する意
識をもつ。
・コミュニケーションの楽し
さを知り、積極的にコミュニ
ケーションに取り組む姿勢を
もつ。

【知識・技能】
・話し言葉や非言語的表現の特徴と役割について理解を深め、
目的や場面に応じた適切な表現を理解している。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、相手の反応に応じて言葉
を選び、相手の同意や共感が得られるように表現を工夫してい
る。［Ａ(1)エ］
・「話すこと・聞くこと」において、視点を明確にして聞きな
がら、共感を伝えたり相手の思いや考えを引き出したりしてい
る。［Ａ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・伝え合うことの楽しさを知り、積極的にコミュニケーション
に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

６ レッスン３
　絵や写真を見て書く

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)オ・カ

・図や写真を見て文章を書
き、相手に伝わる文章を書く
ために必要なことを理解す
る。
・相手に伝えることを意識し
てわかりやすい文章を書く。

【知識・技能】
・説明の順序や５Ｗ１Ｈ、比喩を用いた説明など、相手に伝わ
るように書く文章について理解を深めている。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、伝えたい情報を整理し順序立てて、
事象を的確に描写・説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)オ］
・「書くこと」において、読み手に効果的に伝わるように書か
れているかを吟味して、自分の文章の特長や課題をとらえ直し
ている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・絵や写真を文章で説明することに興味をもち、相手に伝わる
ように書く練習に意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

7 レッスン４
　マイニュース記事を書こう

4 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ｂ(1)ア

・5W1Hを明確にし、事実と意
見を区別して文章を書く。

【知識・技能】
・実用的な文章などの種類や特徴、構成や展開のしかたなどに
ついて理解を深める。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の問題
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にする。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近なテーマを見つけ、ニュース記事を書く活動に積極的に
取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

2
学
期

レッスン１
　小論文とは何か

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・イ

・小論文の基本的な書き方を
理解する。
・意見を筋道を立てて書く。
・原稿用紙の使い方や推敲の
観点を理解する。

【知識・技能】
・小論文の特徴、構成や展開のしかたなどについて理解を深め
ている。[(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の同意が得られるよう、適切
な根拠を効果的に用いて論理の展開を考えるなど、文章の構成
や展開を工夫している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文と感想文の違いをふまえ、小論文を書くことに関心を
もち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン２
　反論を想定して書く

4 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・イ・
ウ

・反論を想定して小論文を書
くことの意味を理解する。
・反論を想定して書く構成を
理解し、それに沿って小論文
を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、説得力のある
理由を吟味して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、読み手の同意が得られるよう、適切
な根拠を効果的に用いるとともに、反論などを想定して論理の
展開を考えるなど、文章の構成や展開を工夫している。［Ｂ(1)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・反論を想定し、説得力を高めた小論文を書くことに興味をも
ち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン３
　文章を読み取って書く

【表現への扉】「再生」は日常
生活から／時代の気分、言葉の
温度／藤井新棋聖

5 【思・判・
表】
Ｂ(1)イ・ウ

・文章の要旨をつかむための
方法を理解する。
・資料に対する自分の意見を
明確にして小論文を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、読み取った文
章の要旨から適切な題材を決め、情報の組み合わせなどを工夫
して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、読み手の共感が得られるよう、適切
な具体例を効果的に配置するなど、文章の構成や展開を工夫し
ている。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・文章から読み取ったことをふまえて小論文を書くことに興味
をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン４
　統計資料を読み取って書く

【表現への扉】データを読む③
／データを読む④

5 【思・判・
表】
Ｂ(1)イ・エ

・統計資料から読み取ったこ
とをふまえて論点を整理す
る。
・統計資料から読み取ったこ
とをふまえて小論文を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、読み取った統
計資料から適切な題材を決め、情報の組み合わせなどを工夫し
て、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、自分の考えを明確にし、根拠となる
情報をもとに的確に説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・統計資料から読み取れることをもとに小論文を書く活動に興
味をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

3
学
年

2　伝える、
伝え合う

3　小論文・
レポート入
門

９



学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等教科書単元名／教材名

レッスン５
　発想を広げて書く

4 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・イ

・発想を広げるための方法を
理解する。
・テーマをもとに発想を広げ
て小論文を書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて発想を広げるた
めの方法を理解し、情報の組み合わせなどを工夫して、伝えた
いことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、読み手の同意が得られるよう、発想
を広げたことをふまえて、適切な根拠を効果的に用いるととも
に、反論などを想定して論理の展開を考えるなど、文章の構成
や展開を工夫している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・与えられたテーマから発想を広げて小論文を書く活動に興味
をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン６
　レポートを書く

5 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・オ
Ｂ(2)イ

・レポートの基本的な書き方
を理解する。
・客観的な根拠を集めて説得
力のあるレポートをまとめ
る。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の問題
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め、多角的な視点
でアンケート調査の方法を考えて行い、伝えたいことを明確に
している。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、文章と図表や画像などを関係付けな
がら、レポートや報告書を作成している。［Ｂ(2)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・調べたことをレポートにまとめることに興味をもち、意欲的
に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン７
　論文を書くために

2 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・オ

・論文執筆の進め方とそのポ
イントを理解する。
・引用の方法、参考文献や注
の示し方を理解する。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の問題
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)
ア］
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、事象
を的確に描写したり説明したり、引用の方法や参考文献の示し
方や注の付け方などに留意するなど、表現のしかたを工夫して
いる。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・論文を書くことや、論文を書くときの留意点に興味をもち、
意欲的に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

10 レッスン１
　自分を見つめて

1 【知・技】
(1)ア
【思・判・
表】
Ａ(1)ア

・経験から得たことや学んだ
こと、自分の長所などを考え
る。
・他者の意見を聞いて、自分
の長所を見つける。

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあることを
理解している。［(1)ア］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、自分
に関わる事柄の中から話題を決め、他者と話し合いながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討している。［Ａ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分のこれまでの人生を振り返ってまとめる活動に興味をも
ち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン２
　効果的な自己PR

2 【思・判・
表】
Ａ(1)ア・ウ

・自分の特長を端的に表現
し、印象に残る自己PRの原稿
を書く。
・事実やできごとをふまえ
て、効果的な自己PRをする。

【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、自分
に関わる事柄の中から話題を決め、他者と話し合いながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討している。［Ａ(1)ア］
・「話すこと・聞くこと」において、自分の思いや考えが伝わ
るよう、具体例を効果的に配置するなど、話の構成や展開を工
夫している。［Ａ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・効果的な自己ＰＲをすることに興味をもち、意欲的に取り組
もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン３
　将来の自分を考えよう

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・エ

・就きたい職業に就くために
必要なことを、適切な方法で
調べる。
・調べたことをふまえて、
「将来の自分」について文章
にまとめる。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の職業
や自分に関わる事柄の中から適切な題材を集め、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)
ア］
・「書くこと」において、自分の考えを明確にし、根拠となる
情報をもとに的確に説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の将来を考えたり職業について調べてまとめたりする活
動に興味をもち、意欲的に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン４
　志望理由を書こう

3 【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・エ

・志望先についての情報を適
切な方法で集める。
・調べたこと、やりたいこ
と、自己PRの三つを結びつけ
て、説得力のある志望理由を
書く。

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、志望先と自分
に関わる事柄の中から適切な題材を集め、情報の組み合わせな
どを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・「書くこと」において、自分の考えを明確にし、根拠となる
情報をもとに的確に説明するなど、表現のしかたを工夫してい
る。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を調べて集め、説得力のある志望理由を書くことに興味
をもち、意欲的に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

11 レッスン５
　自己推薦書や学修計画書を書
く

3 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ｂ(1)ア・エ
Ｂ(2)ア

・志望先に提出する書類に求
められていることを適切に理
解する。
・具体的で要素の関連性を重
視した書類を書く。
・適切な言葉遣いで書類を書
く。

【知識・技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、目
的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し、使い分けている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ(1)
ア］
・「書くこと」において、自分の思いや考えについて、文章の
種類を選んで書いている。［Ｂ(2)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・文書を書くときの留意点や、より説得力のある書類を書くこ
とに興味をもち、意欲的に学習に取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

3
学
年

3　小論文・
レポート入
門

4　自己PRと
面接

９



学
年

学
期

月 時
間

学習指導要領
との対応

学習の目標 評価規準例 評価方法等教科書単元名／教材名

12 レッスン６
　面接にチャレンジ

2 【知・技】
(1)イ
【思・判・
表】
Ａ(1)ア・エ
Ａ(2)ア

・適切な言葉遣いや態度で面
接の受け答えをする。
・質問に対して、具体的で説
得力のある答え方で答える。

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、伝
え合う目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣い
を理解して使っている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、相手の反応に応じて言葉
を選び、相手の同意や共感が得られるように表現を工夫してい
る。［Ａ(1)エ］
・「話すこと・聞くこと」において、面接の場で自分のことを
伝えたり、それらを聞いて批評したりしている。［Ａ(2)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・面接の留意点や面接での言葉遣いについて興味をもち、意欲
的に自己評価や相互評価まで取り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

レッスン７
　グループディスカッションを
しよう

2 【思・判・
表】
Ａ(1)カ・キ
Ａ(2)エ

・グループディスカッション
のねらいを理解する。
・積極的に話し合いに参加
し、話し合いに貢献してい
る。
・ほかの人の話をよく聞き、
その趣旨や価値を理解してい
る。

【知識・技能】
・目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理
解し、使い分けている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、視点を明確にして聞きな
がら、話の内容に対する共感を伝えたり、相手の思いや考えを
引き出したりする工夫をしている。［Ａ(1)カ］
・「話すこと・聞くこと」において、互いの主張や論拠を吟味
したり、進行や展開を助けるために発言を工夫したりしなが
ら、話し合いのしかたや結論の出し方を工夫している。［Ａ(1)
キ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループディスカッションに興味をもち、学習に意欲的に取
り組もうとしている。

・観察
・ワークシート
・小テスト

■実践トレーニング② 2 【知・技】
(1)イ・ウ
【思・判・
表】
Ａ(1)エ

・志望先に提出する書類とし
て、適切な表記・表現を用い
る。
・面接の際の適切な言葉遣い
や応答のしかたを考える。

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解
を深め、伝え合う目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現
や言葉遣いを理解し、使い分けている。［(1)イ］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量を
増し、話や文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにしている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・相手の反応に応じて言葉を選んだり、場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど、相手の同意や共感が得ら
れるように表現を工夫している。［Ａ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・エントリーシートの書き方や面接の際の話し方に興味をも
ち、よりよい表現を考える活動に意欲的に取り組もうとしてい
る。

・観察
・ワークシート
・小テスト
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